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2453回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 10,000 9,200 1,350 8,000 ○ 6,600
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,800

16-18 12,000 11,000 957 10,000 ○ 柱目４寸取り 12,000
す 20- 14,000 13,000 1,716 12,000 ○ 中目 13,000

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 261
12-13 8,000 7,300 423 7,000 ○ 母屋取り 8,600

14 11,100 9,200 718 8,000 ○ 桁目3.5寸 11,000
16-18 11,800 10,100 1,172 7,100 ○ 桁目　4寸 11,700
20-22 17,800 11,000 1,936 7,100 ○ 中目 13,000

ぎ 24-28 18,300 11,900 3,213 7,100 ○ 中目 15,100
30-34 21,300 12,800 5,248 7,100 ○ 二番玉節少 15,600
36- 21,300 - - - ○ 根玉選木 17,300

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,300
20-22 14,500 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 15,300

2 20- 20,000 9,700 1,486 7,100 ○ 15,000
3 14 15,000 14,600 861 14,000 △ 柱目3～3.5寸 14,700

ひ 16 20,000 18,700 1,627 17,000 △ 柱目3.5～4寸 19,400
18-22 18,900 17,900 2,363 15,000 △ 柱目４寸取り 18,600

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 284 - 230 ○ 本＠ 261
12-13 9,500 8,200 476 9,000 ○ 3寸取り 10,100

14 15,100 14,400 1,123 13,800 △ 土台目3.5寸 15,300
の 16-18 20,100 16,900 1,960 16,500 △ 土台目3.5～４寸 17,400

20-22 22,000 16,500 2,904 14,000 ○ 中目縁甲取り 18,500
24-28 24,000 18,700 5,049 14,000 ○ 中目 23,000
30-34 28,000 23,200 9,512 14,000 ○ 二番玉節少 26,100
30- 45,300 39,300 - - ○ 根玉選木 49,910

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 30,000 28,900 5,607 20,000 ○ 通し柱　４寸 25,200
20-22 28,000 24,600 7,134 20,000 ○ 通し柱　 26,300

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

10月28日10月28日10月28日10月28日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 12台12台12台12台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 1,032 1,032 100.0%
ヒノキ 1,133 1,133 100.0%
その他 121 121 100.0%

計 2,286 2,286 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　10月29日（木）～11月4日（水）次回の『つち』　10月29日（木）～11月4日（水）次回の『つち』　10月29日（木）～11月4日（水）次回の『つち』　10月29日（木）～11月4日（水）

平成27年10月29日

落　　　札　　　価　　　格

《ヒノキ構造材無い物高続く！》《ヒノキ構造材無い物高続く！》《ヒノキ構造材無い物高続く！》《ヒノキ構造材無い物高続く！》
ヒノキ柱取り、土台取り材の無い物高が続いてい
る。ようやく本格的な出材が始まりだしたが、まだ
まだ製材工場のお腹を満足させるのには至って
いないようである。出材がピークとなる１１月、１２
月の動向が気になるところである。
一方、スギ材については昨年と様相が違う。桁、
梁材等平角用の中目材及び３０ｃｍ上の一般材
は売りづらい。また、昨年まで人気を呈していた５
ｍ材も居所を下げている。これらの部材を比較的
多く利用しているであろう地場工務店が苦戦を強
いれられているのだろうか。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


